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『親睦を深め、笑顔で奉仕』

会長（理事） 安藤宇助
（法衣販売）

＊はじめに

数あるロータリークラプの中でも、伝統と格式のある京都東ロータリークラプの会長を

務めさせていただくことは、大変名誉なことと感激しており、又、その職責の重さを痛感

しております。しかし、お引き受けいたしました以上は最善をつくさなければならないと

覚悟を決めております。

私は中学3年生の時、宇治市の或る禅寺で開催された「緑蔭禅の集い」という一泊二日

の集会に参加したことがあります。それは、 7• 8人がグループになって「幸せとは」を
テーマに討論し、一人が代表して二日間の結果を纏めて発表するというものでした。欲し

い物を手に入れたり、人より優れていると感じた時も幸せな気持ちになれますが、それ以

上の幸せは人に感謝される喜びであることを知りました。

＊親睦から奉仕ヘ

人間には生まれながらにして自分の欲望を満たそうとする一面と、他人のために役立と

うという一面があります。我がクラプの会員の皆様は、それぞれの業務や職務におきまし

て成功を収めておられる人達ばかりでありますので、人間が生来持ち合わせている他人の

ために役立ちたいと思う気持ちは旺盛だと思います。しかし、日常の業務や職務に追われ、

善意の奉仕を実行するきっかけを掴めない会員も居られるのではないでしょうか。例会の

1時間は、競争心や警戒心を持たずに心を休め、自己を成長させてくれる時間です。例会

に出席して親睦を深め、会員同士が深い信頼と友情によって結ばれた時、善意が溢れ奉仕

を実行に移す決意が生まれます。

このように例会は最も重要なロータリー活動です。今年度の例会では、親睦を深め、相

互理解を推進するために

1.委員会、同好会の活動を例会で報告する。

2.会員と会員の家族による卓話の機会を増やす。

3.例会を夜に 5回開催する。

これらを実施したいと思っています。楽しく、進んで出席したくなる、笑顔溢れる例会の

実現に向けて会員の皆様のご協力をお願いいたします。

委員会活動や奉仕活動には、「東クラプの会員だから」とか、「委員会のメンバーだから」

とか、「あの人に頼まれたから」とか消極的な気持ちで参加することがありますが、活動

の内容や重要性を充分に広報することで、奉仕への意欲を高め、信頼し合った会員と共に

何の重荷や負担を感じずに、自発的に個人の意志で楽しんで参加することになり、その奉

仕活動は、善意と喜びに溢れたものになるでしょう。

＊会員増強

ロータリークラプの会員になるための資格は、

1.有益な職業・専門職務をしている人

2.出席出来る性格と健康の持ち主
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3.人間的に立派な人で、社交性がある方

などでありますが、全てに完璧な人は多くなく、それに近づける可能性のある方であれ

ばよいとされています。入会された方は、東クラプの伝統と格式、そして会員一人一人の

優れた人間性に触れられ、立派なロータリアンに成長されると確信いたします。

現状の東クラプでは、 9名まで同じ職業の会員の入会が認められております。今年度は

特に、皆さんと同じ職業の方や、仕事の上で関わりのある職業に就いておられる方をご推

薦いただきたいと思います。財政基盤の確立からも、会員増強による会員数100名の実現

が喫緊の課題であります。

＊財政の健全化

東クラプでは140余名の会員を擁したこともありましたが、 100名に満たないのが現状で

す。ここ数年来、クラプ維持管理費の削減は滞まることなく進められてまいりましたが、

今年度も引き続き努力しなければならないと考えます。又、受益者負担を原則として、ク

ラプ奉仕部門の予算を削減し、東クラプらしい事業として継続されている対外奉仕部門の

更なる充実を図りたいと思います。

＊結びに

今年度は、「出席したくなる魅力ある例会の開催」、「会員の業務・職務に関わる人材に

よる会員増強」、「緊縮財政と受益者負担による財務の健全化」を 3つの柱として、実現出

来るように努力してまいります。創立60周年を迎える次年度に向けて、会員数100名を実

現し、より一層親睦が深まり、想いが一つになることを願っております。

入会してからの30余年間、東クラプの居心地の良さに漫然と過ごしてまいりました。会

長の指名を受けて少しはロータリーに関する図書を読みましたが、一夜漬けの知識だけで

は立派なロータリアンになどなれませんし、指導することなど到底出来ません。私に出来

ることは、会員の皆様にロータリーを 1年間楽しんで頂くお手伝いをすることだと思って

おります。

皆様の温かい友情に支えていただき、笑顔で会長の職を勤め終えること、そして数年後

にこの 1年間を振り返ったとき、会員一人一人の心に楽しい思い出として残ることが私の

願いです。未熟な私に対しまして、役員の皆様はもとより会員の皆様のご指導とご援助を

お願いいたします。

主な活動計画

1.会員の職業奉仕を体験

2.吉田山の植樹

3. ミャンマーヘの車椅子支援

4. 公開子供文化塾の開催

5. ファイヤーサイドミーティングの開催
6. ワインコンサートの開催

7. ビアパーティーと大文字鑑賞のタベの開催

8.親睦旅行の開催

9. 同好会の活性化と新規発足

10.新しい会員名簿の配付

11.「ロータリー希望の風奨学金」の募金活動

-8-


